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名古屋大学中等教育研究センターは、名古屋大学大学院教育発達科学研究科における中等教育研

究の蓄積の上に立ち、高等教育の充実のために中等教育をどのように改善していくかについて、先

導的な実験訴究開発を狩い、理論的・実践的研究成果を発信していくことを自的としている。本年は、

「1.学びの杜・学術コースJ、「2. 中津川プロジェクトj、r3. オープンクラスJ、r4. センタ一

紀要発行jを主たる活動として進めてきた。

それぞれの概要を以下に示す。

工学びの杜・学術コース

「学びの社・学術コースJは、学問研究の最前線で活寵する名古屋大学を中心とする研究者たちが、

を対象に、それぞれの学関領域における知の探究の成果や方法、スタイルなどについて、わ

かりやすく解説し、知の探究の楽しみと厳しさを体験してもらうという目的で開設された「学術的

な探究講鹿Jである。高校生が大学レベルの高度な「学びjを体験することにより、各自の適性や、

興味・関心を育み、将来のヴィジョンを広げ、キャリア・デザインの形成へと発展できるように企

画されている。

今年度は、「物理学探究講座jf人開発達科学探究講産Jr生命科学探究講座jf地域包括ケア探究

講座jf人文学探究講座jf地球市民学探究議産jfインフラ工学探究講座jのア講座が開講された。

このうち、「物理学探究講盛」 f地球市民学探究講盛j「生命科学探究講座jは、

部総属中・ として企闘と実際の運営を行なった。

以下に、それぞれの講産後に行ったアンケートの結果を記す。複数回、複数コースに渡って開講

された講産の受講者数については、総討を記す。その際、上記のように開高中・高等学校が企画・

実施した f地球甫民学探究講座J「生命科学探究講座Jについても、本年度は扱っている。

なお、今回も、昨年度と向様に、大学で志望する学問領域との関連と本学への志望との関連につ

いてもたずねており、この講座への参加と との関連についての把強を試みた。
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んな学校に行きたいjというデイスカッションによって、同じ日本で教育を受けて来ても、その捉

え方は人によって異なることを知ったという意見もあった。

. 3コース

グループに分かれて活動することで、様々な意見の交流と、多様な角度から学ぶことができたた

め、満足度は高かった。しかし、調べ学習の時障を少なく感じたようで、深い学びを求めていた生

徒にとっては、やや物足りない様子であった。また、生徒にとって、年の近い大学院生による発表

も刺激になったようである。

・4コース

他者の意見を開きながらテストを作り、解いてみるというグループワークが好評であったのこの

活動を通して、誤答を作ったり、理解を問うたりする問題を作る難しさや、作り

様々な力を測ることができるテストの機能を学べたことが印象に残ったようである。

・5コース

他校の生徒と多くのデイスカッションが楽しめたことが良かったという意見がいくつも見られ

た。特に生徒の興味をヲlいたのはストレスについての話題で、ストレスの感じ方も解決の仕方もそ

れぞれであること、負の苗もあるがそれを解決することを通して成長できる正の面があることなど

が分かつたと書かれていたむただ、個人的に心理学について学んだ、ことがある生徒からは、既存の

知識と重捜していたという声もあったO

0講座内容の理解

・1コース

生徒達は、教育について考えること、そして平等に教育の機会が与えられることはより豊かな社

会の実現に不可欠であり、それを保障する法や行政の整備が重要だと感じたようである。また、彼

らと同世代で苦しんでいる人たちの存在を知り、貧圏をより身近に感じるようにもなったようであ

る。

2コース

社会の変化に合わせて、フリースクール、ホームスクールなど様々な学校形態が増えため、学校

のあり方が今一度関われていると感じた生徒の意見があった。教育に対する価値観がそれぞれであ

るように、一人ひとりにあった教育もそれぞれであると考え、自分にあった教育を受けられる学校

形態の多様化の実現を期待する声もあった。

. 3コース

本講座を通して、桔手を知ることによって理解が深まり、ニュースなどの新片的な情報でもって
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いたステレオタイプ的なイメージが、いい意味で覆されたようである。そのため、グローパル化に

よって国同士の交流が深まっているため、それぞれの宗教や文化について十分に理解する必要があ

ることを、より実感した様子であった。

・4コース

生徒遠は普段テストを受け、その結果について考察される経験は多かったが、テスト自体も評価

する必要があることに驚き、物事の見極めの菌白さや深さを知ったようである。心理学に対して明

確なイメージ、を持っていなかった生徒は、本講控によって具体的な学問内容を知り興味を持ってい

た。

5コース

自らのストレス、ストレッサーとうまく関わっていくこと、また悩みや苦しみを抱える友人にリ

ラクゼーション法を教えてあげるためにどうすればよいかなど、実生活における人間関係と直接的

に関連させて理解していた生徒が多かった。

0将来学んでみたいという気持ちの変化

1コース

貧困と教育の関係を知ることから、発展途上国での教育について学んでいきたいという

どもの貧困について現場の教員として出来ることを探したいという意見、教育だけでなく看護や法

律の面から多角的に考えてみたいという意見など、鏑入の興味や関心のある分野に引きつけて捉え

ている意見が多く見られた。

. 2コース

本講鹿では海外の学校の映像が流されたため、自本の教育を相対的に眺めることが出来たようで

ある。そのため、海外の教育の仕組みゃ、学校制度から学べる点は何かを知りたいという意見、人

間がより良い教育を受けることのできる環境整備のために何が必要か学びたいという意見があっ

た。

スコ
q
J
 

とっては、宗教はこれまで分かりにくく りがたい存在であったようであるが、本講

よってどのような宗教や教えの解釈があるのか諒べてみたいと関心を持つようになっていた。

さらに、異文化、異宗教需で協力し合っていくために、世界各国の文化や歴史を知り、そのうえで

日本および世界でどのような教育が求められるか学びたい、という意見があった。

・4コース

テストを作った活動から、テスト作成者の知りたい解答者のカをより正確に測るためには、
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具体的な資料の提示が興味をヲlいた様子であった。言語は一つの閣で出来上がるのではなく、時

代の流れに乗って、他の言語と合わさったり、分裂したりすることによって出来上がっていくこと

が印象に残っているという意見が見られた。また、国旗にまつわる歴史が真実ではなかったという

ことに驚いた声もあった。しかしながら、座って話を聞いている受動的な時開が長かったことに対

する不満も見られた。

0講庫内容の理解

・7丹28日

本講産で得た知識を生かして、集中を高めたり、緊張を解したり、実生活に取り入れてみようと

する意見も見られた。また、「星の王子さまJは当時の世桔を反映しているということから、文学

のもつ社会性だけでなく、フランス諾やフランス文学そのものに興味を持ったという意見があったO

. 7月29日

英語の歴史を学んでいく中で、いくつかの言語の由来が同じであるということが意外だ、ったよう

だ。また、言語だけでなく、その言語を用いる諸外国の歴史を知る大切さに気付いたという声が開

かれた。また、控史として言い伝えられていることは必ずしも真実ではないが、言い伝えが出来上

がっていく過程そのものも歴史になることが興味深いという

0将来学んでみたいという気持ちの変化

・7月28日

もあった。

文学部でも心理学を学べることを知り、多岐に渡る内容を学べることを知ったという声があった。

訳書の読み比べや、実際に原語で読むことで翻訳本では伝えきれないことまで味わいたいという文

学に対する強い意欲を感じる意克も書かれていた。

. 7月29日

もともと英語に興味があった生徒の意見に、歴史を知ることでさらに好きになり、英語力を

るために学んでみたい気持ちが強まったというものがあった。さらに、英語に限らず様々

ルーツが知りたいと、興味の幅を広げている生徒もいた。
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企謂3 2目白午後 f花子さんと在宅匿療～患者中心医療（patientcentered care）をみんなで考

えよう lJ 

毘学系研究科安井浩樹

企踊4 3日自午前 fブラック企業の開題を考えるj

3. オーフ。ンクラス

－間部恵子先生・ 先生

法学研究科和田肇先生

2005年から開始した、的属中・高等学校の授業を学内に向けて公開する る「附高学校オー

プンクラスJでは、例年、秋の一道問にわたり、貯蔵中学と高校の授業を学内に公開してきている。

2014年度は、 SSH（スーパーサイエンスハイスクール）運営指導委員会とSSH研究成果発表会で

学内外に向けて授業公開を行った。これをオープンクラスと位寵づけ、独立した企画としてのオー

プンクラスは実施しなかった。
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F学びの社費学街コースj事後アンケート

2014年一月一日実施

これは「学びの社・学術コースJ( ）講座の終了にあたり，参加者の皆さんに回答をお顔いするアンケ

ートです．このコース全体の改善に役立てるためのものですので，芸存在に答えて下さい．

一一一月咋（男・女） （よろしければ→）氏名

1.「学びの杜j受講のきっかけ・動機を教えてください．

2.この講塵を受講して最も印象に残った講座内容はどんなことですか？

3.この講座を受講した満足度はどのくらいでしたか？次の項自の中からOをつけて下さい。

＜非常に溝足 ・ ほぽ溝定 . 少し不溝 ・ 非常に不溝＞

4.この講座を受講して、あなたは講鹿の内容について理解することができましたか？

＜非常に良く理解できた・理解できた・以前と変わらない・良く分からなくなった・全く分からなくなった＞

また、議麗の内容と社会の様々な課題との関わり，講座内容のこれからの可能性などについて考えたことや感じたことを

自由に書いてください．

［内容iこ っ し一一

5.講産で学んだ内容を今後学んでみたいという気持ちは高まりましたか？以下の項聞の中からOをつけて下さい。

＜非常に高くなった・ある程度高くなった・以前と変わらない・ある程度低くなった・非常に低くなった＞

i…一
6. この講座の受講と大学進学との関係について教えてください．

この講践の内容は，大学で勉強しようと考えている内容と関係が くある ・ ない＞．

「あるjの人→その考えはこの講座を受けて ＜強まった ・ 変わらない ・ 弱まった＞．

fあるjの人！ー漣学志望先は，今回の講座の先生の所属する名古農大学の学部くである ・ ではない＞．

fであるjの人→名古屋大学への志望はこの講座を受けて＜強まった ・ 変わらない ・ 韓まった＞．

質問は以上です．ありがとうございました
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